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大鵬薬品、次世代 ADC 創薬技術基盤を持つ 

アラリス社を子会社化へ 

 

大鵬薬品工業株式会社 (本社：東京都千代田区、代表取締役社長：小林将之、以下「大鵬薬

品」)と、スイスに拠点を置き、次世代の抗体薬物複合体（Antibody-drug conjugate、以下

「ADC」）を開発するバイオテクノロジー企業 Araris Biotech AG （本社：チューリッヒ州、CEO

兼 共同創設者：Dragan Grabulovski、以下「アラリス社」）は、大鵬薬品がアラリス社を完全子

会社化（以下「本買収」）することに合意し、契約を締結したことをお知らせします。本買収は、

今後必要な手続きなどを経て、2025 年前半に完了する予定です。大鵬薬品とアラリス社は

2023年 11月に開始した共同研究を経て、本買収に合意しました。 

 

合意内容に基づき、大鵬薬品は買収完了時に 4 億米ドルを、また追加マイルストンとして最

大 7.4億米ドルを支払います。 

 

アラリス社は、スイスのパウル・シェラー研究所からのスピンオフ企業であり、既存の ADCが

持つ課題を克服できる優れた設計、高溶解性リンカーとシンプルな製造プロセスを特徴とす

るベスト・イン・クラスの ADC開発に先駆的に取り組んでいます。ADCは、がん細胞に特異的

に結合する抗体に繋ぎ手（リンカー）を用いて細胞障害性薬物（ペイロード）を結合させ、がん

部位選択的に殺細胞効果を発揮するよう設計されています。同社のアプローチの基盤となる

のが、独自の ADC リンカープラットフォーム AraLinQ™です。このプラットフォームは、非常に均

一で安定、かつ強い効力を持つ ADC候補を生み出し、基礎試験において既存の ADC と比較

して抗腫瘍効果の増強や広い安全域を確認しています。1,2 



 

同社は血液および固形がんを対象に、独自の AraLinQ™技術を用いて創製した 3つの製品の

開発を進めています。これらの製品は現在前臨床段階にあり、2025年から 2026年の間に臨

床試験へと進む予定です。 

 

大鵬薬品は代謝拮抗剤に加え、独自の低分子創薬基盤であるシステイノミクス創薬を確立し

新薬を創出、がん治療の向上と患者さんへの貢献を進めてきました。今後はシステイノミクス

創薬基盤に加え、アラリス社の革新的な ADC 創薬技術を獲得することで、がん領域での継

続的な開発品ポートフォリオの拡充を進めます。 

 

大鵬薬品 代表取締役社長の小林将之は「今回、アラリス社との契約を締結することができ

たことを、非常に嬉しく思います。AraLinQTM は次世代 ADC 創薬を可能にする革新的な技術

です。今回、アラリス社のADC創薬における知識、経験と技術基盤、また開発パイプラインが

加わることで、大鵬薬品の創薬力、またポートフォリオのさらなる拡充と強化につながると確

信しています。今後はアラリス社と共に世界中の患者さんに貢献できる薬剤の創薬に尽力い

たします」と述べています。 

 

アラリス社 の CEO 兼 共同創設者 Dragan Grabulovski は、「毒性を減らし、異なる作用機

序を持つ複数のペイロード（薬物）を正確かつ同時にがん細胞に届け得るアラリス社独自の

ADC 技術は、ADC 分野に飛躍的な進歩をもたらします。このたび、2023 年 11 月から提携し

ている大鵬薬品と一緒になることを誇りに思います。大鵬薬品のがん治療における豊富な専

門知識は、私たちが持つ ADC 候補の血液および固形がんにおける臨床開発を加速させてく

れるでしょう」と述べています。 

 

4BIO Capital のマネージングパートナーでありアラリス社会長の Dima Kuzmin は、「本買収

は、アラリス社が市場で最も期待される ADC 開発企業の一社であることの証明です。アラリ

ス社との緊密な共同研究を経てアラリス社独自の AraLinQTM 技術の可能性をよく理解してい

る大鵬薬品は、この画期的な治療法を迅速に患者さんに届けることができる最適な立場にあ

ります」と述べています。 

 

本買収により、今後アラリス社は大鵬薬品の完全子会社として現在の拠点であるスイスのチ

ューリッヒ州で事業と研究開発を継続する予定です。 

 

【AraLinQTM について】 

AraLinQTMは、抗体の IgG-Fcフレームワーク内の特定の部位（Q295）に、ペイロードの部位特

異的な結合を可能にするアラリス社のリンカー技術です。同部位にペイロードが結合した後も、

抗体は未結合の時とほぼ同じ性能 （例：薬物動態やエフェクター機能）を維持します。さらに、



 

リンカー-ペイロードは強固なペプチド結合を通じて抗体に結合するため、血中での優れた安

定性を示し健常組織へのダメージを回避します。しかし、抗体介在のインターナリゼーション

を通じてがん細胞に入ると、リンカーは容易に分解されペイロードを放出し、がん細胞を死滅

させます。これら 3 つの特性は、最も効率的なペイロード送達と ADC の効力最大化に重要な

要素です。 

AraLinQTM のリンカーは親水性であり、血液などの水性溶液に溶解します。溶解性の向上に

よって凝集が減り、抗体やペイロードの構造をさらに改変することなく ADCをがん細胞に適切

に結合できます。また、このリンカーはユニークな分岐構造を持たせることが可能であり、種

類の異なるペイロードを複数搭載する ADC の作成も可能です。加えて、AraLinQTMは従来型

またはエンジニアリングされた「既製」の抗体を使用しワンステップで ADC を生成することが

できます。このプロセスは迅速で費用効率が良く、特別な抗体合成を必要とせず簡単にスケ

ールアップが可能です。 

 

【大鵬薬品の概要 （https://www.taiho.co.jp/）】 

（１） 名称 大鵬薬品工業株式会社 

（２） 所在地 

〒101-8444 

東京都千代田区神田錦町 1-27 

TEL 03-3294-4527 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 小林 将之 

（４） 事業内容 
医薬品、医薬部外品、医療機器、食料品、日用品雑貨など

の製造、販売及び輸出入 

（５） 資本金 2億円 

 

【アラリス社の概要 （https://www.ararisbiotech.com）】 

（１）  名称  Araris Biotech AG  

（２）  所在地  Riedhofstrasse 11, 8804 Au ZH, Switzerland  

（３）  代表者の役職・氏名  CEO, Dragan Grabulovski  

（４）  事業内容  医薬品の研究開発  

（５）  資本金  436千スイスフラン（2024年 12月 31日時点）  

（６）  設立年月日  2019年 

（７）  大株主及び持株比率  

Samsung Venture Investment Corporation: 18.51%  

Redalpine Capital S.C.S., SICAR, Compartment IV: 13.16%  

4BIO Ventures II L.P.: 12.36%  

（８）  
上場会社と当該会社  

との間の関係  

資本関係  記載すべき事項はありません  

人的関係  記載すべき事項はありません  

https://www.taiho.co.jp/
http://www.ararisbiotech.com/


 

取引関係  大鵬薬品が共同研究を実施  

（９）  当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態  

決算期  2024年 12月期  2023年 12月期  2022 年 12月期  

  純資産（千スイスフラン）  (5,864)  (8,374)  17  

  総資産（千スイスフラン）  21,648  10,852  12,635  

  
一株当たり純資産 

（スイスフラン）  
(13.46) (24.74) 0.05 

  売上高（千スイスフラン）  10,067  1,708  48.86  

  営業利益（千スイスフラン）  (2,827)  (7,488)  (7,722)  

  
当期純利益 

（千スイスフラン）  
(3,665)  (8,391)  (7,704)  

  
一株当たり純利益 

（スイスフラン）  
(8.41) (24.79) (22.76) 

  
一株あたり配当金 

（スイスフラン）  
-  -  -  

 

[2025年 3月 24日 訂正] 

記載内容に一部訂正すべき箇所がありましたので、訂正箇所に下線を付してお知らせすると

ともに、訂正いたします。 

（訂正前）  

【アラリス社の概要】 

（７）大株主及び持株比率 4BIO Partners LLP: 12.36% 

（訂正後） 

【アラリス社の概要】 

（７）大株主及び持株比率 4BIO Ventures II L.P.: 12.36% 

 

 

【アドバイザーについて】 

大鵬薬品においては、MTS Health Partners, LP が財務アドバイザーとして、Wilson Sonsini 

Goodrich & Rosati PC と Homburger AG が法律アドバイザーを務めています。アラリス社に

おいては、Centerview Partners UK LLPが財務アドバイザーを、Cooley LLP と BGPartner 

Ltd が法務アドバイザーを務めています。 
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